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平成２２年４月２日（金曜日) 

国道１３号大曲バイパス『和合地下道』 

防犯対策完了後の合同現場点検を実施しました 
 

国道１３号大曲バイパスにある和合地下道（大仙市大曲和合字谷中地内）は、東大曲小学校の通学路となって

いますが、過去に不審者が寝泊まりしたことや地上から地下通路内部が見通せないために安全上不安があるため、

地下道を利用する児童は、毎日父兄が車で送迎していました。 

このため、和合地域から大仙市に地下通路部へのカーブミラー設置等の要望が出され、和合地下道を管理する

湯沢河川国道事務所は、地下道の利用状況把握及び対策方針の検討のため、昨年１０月６日（火）に東大曲小学

校関係者及び地域代表者と合同現場点検及び意見交換を行いました。 

その後、湯沢河川国道事務所で対策工事を実施し、この度工事が完成したため、関係者と現地確認を行ったも

のです。 

 

始めに、現地で大曲国道維持出張所長から対策工事の概要説明を行った後、実際に和合地下道を歩きながら確

認を行いました。その後、東大曲小学校で意見交換を行いました。 

 

参加者からは「上屋ガラスが透明になり地下道内が明るくなって良かった」「カーブミラーで地下通路部が見通

せるようになったので防犯上よくなった」「非常ベルの押しボタン位置が改善され、大人でも子供でも容易に押せ

るようになって良かった」等さまざまな意見をいただきました。 

 

地域の方々には、和合地下道のゴミ拾いや出入口の雪寄せをしていただいてましたが、今後は更に、花の手入

れを行っていただくなどボランィア活動をお願いすると共に、地域と一体となった取り組みについて、より一層

の充実を図っていきたいと考えております。 

  

 

☆現場点検の様子☆ 

    



 

 

平成２２年３月３０日（火）14:00～ 

番 号 役     職・氏     名 

1 東大曲小学校校長 

2 東大曲小学校 ＰＴＡ会長 

3 東大曲小学校 ＰＴＡ校外指導部 

4 東大曲小学校  児童 

5 和合振興会会長 

6 和合振興会事務局長 

7 高畑交通安全会会長 

8 高畑交通安全会副会長 

9 高畑交通安全会理事 

10 地域住民代表 

11 大仙市消防安全課長               平  寛二 

12 湯沢河川国道事務所大曲国道維持出張所長     石渡 俊明 

13 湯沢河川国道事務所大曲国道維持出張所管理係長 

14 湯沢河川国道事務所道路管理課専門職 

15 湯沢河川国道事務所調査第二課専門員 

 

 

☆意見交換会の様子☆ 

     



 

【主な意見】 

意見１：地域代表者 

   カーブミラーの設置、上屋ガラスが透明になり地下道内が明るくなって見通しが良くなったが、 

    階段のスロープは滑りやすいので、自転車を押して登り降りすると年寄りには大変。 

 

意見２：小学４年生 

   カーブミラーがあるので先が見えやすくなってよいと思いました。 

   通路にある押しボタン 位置が下がったので大人も子供も押しやすくなって良いと思った。 

 

意見３：東大曲小学校校長 

   学校としては地下道周りに花壇ができれば手入れ協力を考えている。 

 

意見４：ＰＴＡ役員  

   上屋ガラス透明化、カーブミラー設置してもらったので集団登校できそうだ。 

 

意見５：振興会長 

   地下道周辺の地域ボランィアについては高齢化の影響もあり多くはできないが、プランターを置いての 

  水やりや、ゴミ拾い程度は協力できそうだ。 

 

意見６：ＰＴＡ会長 

   上屋ガラス透明化、カーブミラー設置してもらったので、さらに通学時に見守る人を貼り付けたりすれば 

  登校時に地下道利用できそうだ。 

 

意見７：大国所長 

   花壇は今までは整備してきたが今後は予算削減の影響で整備難しい。 

  ボランティアは先程、振興会長から発言があったように、まずプランター置いてもらっての水やりや 

  ゴミ拾いから始めていただければありがたい。 

   地下道周辺に地域の人がいれば不審者も近づきにくくなって防犯上もよいと思う。 

 

 

○最後に３月２０日に東大曲小学校６年生から大曲国道維持出張所に届いた感謝の手紙を読み上げて、 

 披露しました。 

 

 

【大曲国道維持出張所長より】 

 ・本日の現場点検、貴重な意見ありがとうございました。 

  地下通路内の掲示スペースに学校行事や地域の行事等を掲示すれば、不審者も近づきにくい 

  雰囲気になると思います。 

   また、児童の安全面からは工事業者に子供見守り活動（地域貢献）させることもできます。 

 


